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保連携型認定こども園の数は 2014 年度の 720 園か
















































































　回収数は 34 名、回収率は 89.5％であった。この
内、後述の分析に必要な質問項目全てに回答のあっ
た 32 名を分析対象とした。







































育経験年数は「10 〜 20 年」が 17 名と最も多く、次
いで「5 年〜 10 年」が 8 名、「5 年未満」が 5 名、




















































































め、保育者を「初任者：0 〜 5 年」「中堅者：5 年〜
10 年」「熟練者：10 年以上」の 3 群に分けて群間の
相違を分析した（表４、表５）。
　「人間関係」保育者効力感尺度の総得点の平均値

























































などに “ 自信がある ” と回答することと、“ 子ども

























平均値 27.00 24.75 26.13 26.81 23.53 128.22
標準偏差 3.63 3.96 3.28 2.92 4.13 16.07
困難性の認知 .23 .36* .15 .31 .01 .24
関心の強さ .50** .46** .59** .52** .47** .57**
現在の保育実践 .16 .32 .14 .21 .39* .31
保育職の適正感 .64** .56** .65** .52** .60** .70**
充実感・満足感の予期 .45** .47** .50** .36* .44* .55**
社会的役割の認識 .71** .70** .69** .50** .83** .78**
表４ 保育経験別の下位尺度の得点
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
人とかかわる基盤をつくる 25.20 4.66 26.25 3.58 27.79 3.33
発達的視点で子どもを捉えかかわる 22.40 4.22 24.13 5.30 25.63 3.10
子ども同士の関係を育てる 25.80 4.66 25.50 4.04 26.47 2.65
基本的な生活習慣・態度を育てる 25.60 4.39 26.13 2.90 27.42 2.48
関係性の広がりを支える 21.20 3.35 23.13 5.60 24.32 3.53
総得点 120.20 19.49 125.13 20.21 131.63 12.92
初任者　n=5 中堅者　n=8 熟練者　n=19
表５ 保育経験別の関連変数の得点
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
困難性の認知 4.00 1.58 4.75 1.58 5.32 1.34
関心の強さ 5.40 1.14 5.63 1.06 5.89 1.05
現在の保育実践 4.00 0.71 5.00 1.07 4.68 0.82
保育職の適性感 10.40 1.52 9.25 2.49 10.42 2.01
充実感・満足感の予期 10.60 1.34 9.13 3.44 11.00 1.76
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